
Beinecke MS 408   43r-01  (voynich manuscript)

fardasand bftsb aadasb dagaafar aapatsb bpar badaum gdaumdar and patb sar
豊かな土地を争ったブフト国・アアダ国は遠く合流した土地だった。アアパツト国は交易地で、
軒並み外の家の農地であり障害はボスであった。

bftdasb daftdaum bftsb ar aatfb sar and daqaumsb saraum dafaasb sand saumk
ブフトダ国は貧しい家で、ブフト国は土地の見栄えを良くしたボスだった。そして
ダクアウム国のボスの希望はダフアア国の国土で、指導者は後だった。

bfb bfb dafb batdasb bab daumar bfaasb qand aaqb nadafbsb sar and bqazi
次々と育った争いはブアツ国の領土の家や農地にあった。ブフアア国はしかしながら幾らかの
地域はナダフブ国で、ボスではあるが古くて良くできた。

sar ar bftb ftsb qar arar batqaumsb aadaumqb nadafaumb aatsb dafb dafazi
ボスの土地は新しい国のフト国で、小さな土地だった。土地が次々に生まれて多くの
クアウムアア国は、幾らかの家の地域で豊かでない人々がアアト国と争い、豊かになれた。

bqdar aatsb batqdasb nadafdasb nadafar daqtsb sar aadatfaab sazi dafaid bfazi
古い農地のアアツ国・ブアツクダ国・ナダフダ国は豊かな土地が無く、ダクト国のボスは
幾らか  (  世間が  )  広いだけで  集める事ができ年長者を新しくできた。

qaatsb aatsb saumb aatdasb aatdaum qttpaab
クアアト国・アアト国は集まった人々でアアトダ国となり家を設けて、少ない集まりを無くした。

pbatkb daftb qbasb dapqqsb qtsar daqtsb aasb badapqtb sbfbsb paasb qtsb sazi
大きくなく保ち豊かな国のクブア国・ダプアア国は少なくないボスだった。ダクト国・アア国は
広い国に従った。スブフブ国・プアア国・クト国には可能性が集まった。

bfaatsb aatsb aatdasb bab nadaind batttqb aatsb said bab bqdaumar dafand daums
ブフアアト国・アアト国・アアトダ国は領土に強制は無かった。
多くが集まった地域のアアト国の国土領土は古い家の土地で、年長者は家に集まった。

sbatsb nadaftsb sdar aattb dasaid
スブアト国やナダフト国は農地を集め国を設けて出入りを助けた。
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pbasar bats dasb nadaqtsb bgaasb nadaqatsb sand nadaqtsb sbsbsb nadafar
(世間の)広いボスの多く集りはダ国・ナダフト国・ブグアア国、ナダクアアト国・ダプアア国の
国土であった。ナダクト国では、次々と国の支援があったが豊かでない土地だった。

bfaatsb fb badaum fdaumsb badasb dafaasb basb dafdaumdaum bas daumqb bfdaum dafarb aatqbsb
ブフアアト国は良い人が軒並みだった。フダウム国・ブアダ国・ダフアア国・ブア国は豊かな
家が次々できた。
集まりに従い家の地域があり、新しい家には豊かさが生まれたのはアアトクブ国だった。

sdar badaum nadaqdaum batsb nadaftsb nadaqttsb nadafdasb daqaasb daftsb batsb dafb bfbsb kand
集めた農地は家毎で無自立の家だった。ブアツ国・ナダフト国、ナダクツツ国、ナダクダ国、
ダクアア国、ダフト国、ブアツ国は争い、ブフブ国は後に続いた。

fbats nadabatqatb dasttsb natdaqttb nadaftsb sand badasdasb badaaadaum aaqab b qtsb sb
良い多くの集まりは小さく無い多くの防衛となり、ダスツツ国はそれぞれ自立的だった。
ナダフト国の国土はブアダスダス国で、悪い幾らかの家は人が離れ、
ブクト国には次々と国ができた。

bftdasb aatqab aadafttb dasaid aaqaaab aadaqdarand
ブクトダ国には地震があり幾らか貧しい国と成った。出入りの支援は離れるだけで
他は小さな農地が続いた。


